
　（参考様式４） 事業所名　グループホームしおさい

目標達成計画 作成日：　令和 7年　　3月　　27日
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1 2.36.48

従来の地域のグループホームとしての在り方と感
染症予防の両立が本格的に再開できた。住まい
は変われども、同じ地域に暮らす住民として、自身
の役割と活躍、また必要な介護のもと自分らしく過
ごし続けるように支援をより深めていく。地域にも
あらためてグループホームしおさいへの認識を深
めてもらう。

〇感染症予防の継続に努めながらも、認知症
ケア取り組みの一環として、利用者とその家族
と、地域との直接的な交流の機会を日常化す
る。地域の連携機関とより関係性を深め、その
機会や手段を柔軟に対応し、取り組みを進め
る。
〇一宮圏域におけるただ一つの認知症対応型
サービスの専門誌を活かし、地域の社会資源
として機能する。居住サービスに加え、認知症
デイ、ショートステイの在宅サービスについて
必要とする利用者家族に還元していく。

〇引き続き、グループホームの意義や認知症ケア
への取り組みとして外出、地域交流をはかる。家
族との関係性を大切にし、帰宅や外泊などの機会
を日常化する。地域、関係機関との対外的な取り
組みを計画立てて実施していく。認知症状の緩和
をはかり、利用者が穏やかに過ごせ、職員がやり
がいモチベーションが向上できる対応を共有して
いく。

○入居、デイ、ショートの利用者家族が必要する
それぞれの認知症ケアが提供でき、利用者家族
互い共の生活のための支援が行える。居宅介護
支援事業所始め、地域の福祉機関との連携共同
の機会を持つ。

１２ヶ月

2 11,42

職員の平均年齢6４歳。最高年齢78歳。職員の高
年齢化の中の活躍が事業所の良さでもあり、課題
でもある。体調体力モチベーションを維持し、でき
ることで活躍できる場の提供を広げていっている。
介護において身体的な負担を軽減する一環して、
２０２４年度に全室家具調ベッドより特殊寝台に入
れ替え。今後も、施設設備の老朽化や利用者の
重介護化になかでも、心身ともに前向きな気持ち
で日々の支援にあたれるよう就業環境の整備が
必要である。

〇長く培った特殊なスキルを活かし、既存の職
員が末永く活躍できるよう体力的に負担の少
ない業務改善、相互協力のカタチを進める。
○施設整備において、職員の負担軽減と利用
者の安全安楽な生活のため、積極的な設備改
修や福祉用具の活用等を導入していく。
〇既存職員への有効性を考慮したうえである
が、今後のICT化への取り組みについても、検
討していく。

〇年齢、性別、経験、体力に応じ、基本的なシフト
役割は維持しながらも、ユニット間、事業所内での
相互に協力できる業務検討と、相互協力の認識
作りを深める。
〇利用者の残存能力を活かした、動作が行える
よう、手すりや移動補助具等福祉用具等の導入を
行う。職員が有効に活用し身体的負担の軽減を
はかる。あらためて介助方法においての認識の共
有と実践にあたる。
○ICTについての情報提供と、活用方法の可能性
の検討。

１２ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
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3 25

非常災害時において、いかに利用者の生活、施設
サービスの継続が可能とするか現時点での具体
的な事業継続計画を策定。ただ既存の設備と費
用対効果を考えながら具体的な見直しが随時必
要。特に非常時の電源につい手の課題が残る（充
電式照明、太陽光自立運転、LPガス等）。引き続
き事業所としての災害対応の土台を作る。

〇非常災害事業継続計画（BCP）の事業所内
で策定し共有。さらに具体的な対応策をより具
体的な取り組みとするために、継続的な改善を
図る。非常時の電源について、既存の対処に
留まらず、施設規模に応じた、より充実した非
常用設備の導入が必要。
○非常災害事業継続と対応について、地域や
関係機関との共有のため、運営推進会議等を
通じて周知できる。

〇非常災害時の事業継続計画の勉強会や訓練
の実施のもと、非常災害に対する備えを事業所内
で高める。
〇具体的な対応策を深める。直近では非常時の
電源確保をより充実させていく。補助金等の活用
も含めて規模に見合った非常時発電機導入でき
るよう検討をしていく。
〇運営推進会議にて事業所の事業継続計画を
知ってもらう。

12ヶ月

4 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


